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　平成25年12月定例会は、11月28日（木）から12月16日
（月）までの19日間にわたって開かれました。
　今定例会では、市長から提出された議案12件、議員か
ら提出された議案1件、意見書2件、市民等から提出され
た請願1件、陳情4件について審議しました。

今号は
12月定例会のあらましを

お知らせします

下
水
道
事
業
の
公
営
企
業
化

な
ど
の
条
例
案
を
可
決

請
願

市
民
等
か
ら
請
願
１
件
を
受
け
付
け
、

審
議
し
ま
し
た
。

市
民
プ
ー
ル
の
建
設
実
現
に
関
す
る
請
願�

【
継
続
審
査
】

　

休
館
中
の
総
合
児
童
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
を
市
民
プ
ー
ル
と
し
て

建
て
替
え
る
か
又
は
そ
の
他
の
候
補
地
を
模
索
し
て
、
市
民
プ
ー

ル
を
建
設
し
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
年
間
通
じ
て
使
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

請
願
・
陳
情
は
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
原
文
か
ら
抜
粋
し
た
一
部
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

和光市
イメージキャラクター

わこうっち

和光市
キャラクター

さつきちゃん

和
光
市
水
道
事
業
及
び
下
水

道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い

て�

【
原
案
可
決
】

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
、

公
共
下
水
道
事
業
に
地
方
公
営

企
業
会
計
制
度
を
導
入
し
、
地

方
公
営
企
業
化
す

る
た
め
の
条
例
案

を
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

和
光
市
下
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て�

【
原
案
可
決
】

　

消
費
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

う
下
水
道
使
用
料
に
係
る
消
費

税
率
８
％
へ
の
改
正
、
下
水
道

事
業
の
地
方
公
営
企
業
法
適
用

に
際
し
、
手
数
料
に
係
る
事
項

及
び
管
理
者
の
定
義
等
に
つ
い

て
改
正
を
行
う
条
例
案
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

和
光
市
水
道
事
業
給
水
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を

定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

�

【
原
案
可
決
】

　

消
費
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
水
道
利
用
加
入
金
、
配
水

管
工
事
負
担
金
及
び
水
道
料
金

に
係
る
消
費
税
率
を
８
％
に
改

正
す
る
な
ど
の
条
例
案
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

消
費
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例
を
定
め
る
こ
と
に
つ

い
て�

【
原
案
可
決
】

　

公
の
施
設
の
使
用
料
及
び
利

用
料
金
並
び
に
一
部
の
手
数
料

を
、
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら

８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
消
費

税
率
に
対
応
し
た
額
へ
改
正
す

る
条
例
案
を
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

引
き
上
げ
は
、
平
成
26
年
４

月
１
日
よ
り
現
行
の
使
用
料
等

の
額
が
４
０
０
円
以
上
の
も
の

を
対
象
と
し
て
、
10
円
か
ら
上

限
２
１
５
０
円
ま
で
の
増
額
が

行
わ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
施
設

及
び
手
数
料
等

公
民
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
地
域
セ
ン
タ
ー
、
市
民

文
化
セ
ン
タ
ー
、体
育
施
設（
総

合
体
育
館
、
運
動
場
、
武
道
館
、

坂
下
庭
球
場
、
広
沢
小
学
校
運

動
場
夜
間
照
明
）、
勤
労
福
祉

セ
ン
タ
ー
、総
合
福
祉
会
館（
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
）、
一
般
廃

棄
物
処
理
手
数
料

和
光
市
消
防
団
デ
ジ
タ
ル
無

線
の
購
入
契
約
の
締
結
に
つ

い
て�

【
原
案
可
決
】

　

消
防
団
活
動
で
の
効
果
的
な

運
用
に
よ
り
被
害
を
最
小
限
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
デ
ジ

タ
ル
無
線
の
購
入
に
つ
い
て
、

指
名
競
争
入
札
に
よ
り
、
扶
桑

電
通
株
式
会
社
北
関
東
営
業
所

と
２
３
６
２
万
５
千
円
で
契
約

を
締
結
す
る
案
を
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を

定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

�

【
原
案
可
決
】

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊

急
事
態
派
遣
手
当
及
び
大
規
模

災
害
派
遣
手
当
の
規
定
を
整
備

し
、
管
理
職
手
当
の
月
額
の
上

限
及
び
少
人
数
学
級
を
推
進
す

る
た
め
、
小
学
校
に
配
置
す
る

少
人
数
学
級
推
進
教
員
の
賃
金

の
額
を
定
め
る
条
例
案
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

和
光
市
道
路
占
用
料
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

�

【
原
案
可
決
】

　

道
路
法
及
び
道
路
法
施
行
令

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
国
の
事

業
で
道
路
占
用
料
を
徴
収
で
き

る
も
の
が
な
く
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
こ
れ
に
関
連
す
る
規
定
を

削
除
す
る
条
例
案
を
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

和
光
市
議
会
基
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
定
め
る
こ

と
に
つ
い
て�

【
原
案
可
決
】

　

下
水
道
事
業
の
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
及
び
地
方
自
治
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
管
理
者
の
定
義
等
を
改
正
し
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案

　一般会計では、歳入歳出にそれぞれ3億3,649万7千円を追加し、�
総額を226億5,090万5千円とする案を原案のとおり可決しました。
一般会計
歳入の主な内容
○児童センタープール使用料�� �△710万円
○�学校施設環境改善交付金（本町小学校非構造部材耐震化工事・
防災機能強化）�� �169万7千円

○地域の元気臨時交付金�� �7,606万6千円
○水泳教室参加者徴収金�� �△1,921万7千円
歳出の主な内容
○子ども・子育て支援新制度対応システム構築業務委託料�� �3,101万3千円
○生活扶助・住宅扶助�� �8,227万1千円
○新倉小学校用地取得費�� �1億9,200万円
○�非構造部材耐震化工事設計業務委託料（第三・第四・第五小学
校、第三中学校）�� �541万9千円
○�非構造部材耐震化工事（広沢小学校体育館、本町小学校、大和中
学校）�� �877万3千円

平成25年度�一般会計及び特別会計補正予算【原案可決】

会計名 補正額 補正後の金額

一 般 会 計 3億3,649万�千円 226億5,090万5千円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 82万5千円 �2億5,38�万1千円

介 護 保 険 △1,812万5千円 30億�,81�万9千円

下 水 道 事 業 △3�0万6千円 12億5,115万2千円

和 光 市 駅 北 口
土 地 区 画 整 理 事 業 △332万6千円 2億2,163万2千円

陳
情

市
民
等
か
ら
陳
情
４
件
を
受
け
付
け
、

審
議
し
ま
し
た
。

西
む
か
い
や
ま
公
園
の
照
明
設
置
に
関
す
る
陳
情
書�【
趣
旨
採
択
】

　

平
成
25
年
10
月
に
公
園
脇
で
不
審
者
が
出
没
す
る
事
件
や
、夜
間

に
若
者
が
集
ま
り
、ゴ
ミ
が
散
乱
し
て
い
る
等
の
問
題
も
高
い
頻
度

で
発
生
し
て
い
ま
す
。あ
る
程
度
の
明
る
さ
を
保
つ
こ
と
は
犯
罪
の

抑
止
力
に
も
繋
が
り
ま
す
の
で
、公
園
内
の
照
明
設
置
を
前
向
き
に

ご
検
討
頂
き
た
く
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
仮
称
）下
新
倉
小
学
校
建
設
予
定
地
の
立
地
審
査
に
関
す
る
陳

情
書�

【
不
採
択
】

　

下
新
倉
５
丁
目
３
２
３
番
地
の（
仮
称
）下
新
倉
小
学
校
建
設
予

定
地
に
つ
い
て
は
、兼
ね
て
か
ら
最
も
環
境
の
良
く
な
い
地
域
と
多

く
の
市
民
が
認
識
し
て
お
り
、今
回
の
学
校
建
設
予
定
地
は
通
学

路
・
周
辺
環
境
が
小
学
校
建
設
に
は
不
適
格
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
件
を
、学
校
建
設
等
特
別
委
員
会
に
て
審
査
し
、市
及
び
教
育
委

員
会
へ
上
奏
し
て
頂
き
た
く
陳
情
致
し
ま
す
。

２
０
１
４
年
４
月
の
都
市
再
生
機
構
賃
貸
住
宅
の
継
続
家
賃
値

上
げ
の
中
止
と
高
家
賃
引
き
下
げ
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関

す
る
陳
情
書�

【
趣
旨
採
択
】

　

都
市
再
生
機
構
は
、３
年
ご
と
の
家
賃
改
定
を
ル
ー
ル
と
し
て
い

ま
す
が
、家
賃
値
上
げ
作
業
を
た
だ
ち
に
中
止
し
、高
家
賃
引
き
下
げ

に
よ
る
居
住
者
の
安
心
の
確
保
と
、社
会
的
に
も
大
き
な
損
失
で
あ

る
空
き
家
の
早
期
解
消
に
努
め
る
べ
き
で
す
。内
閣
総
理
大
臣
、国
土

交
通
大
臣
な
ら
び
に
都
市
再
生
機
構
理
事
長
に
対
し
、要
望
事
項
に

つ
い
て
の
意
見
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
た
く
陳
情
い
た
し
ま
す
。

資
産
課
税
の
軽
減
に
関
す
る
陳
情
書�

【
趣
旨
採
択
】

　

都
市
近
郊
農
家
で
は
、高
額
な
相
続
税
の
納
税
負
担
に
よ
り
農
地

の
売
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
、大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。市

民
生
活
の
安
全
確
保
、都
市
農
業
の
維
持
を
鑑
み
、納
税
負
担
の
軽

減
の
た
め
、相
続
税
の
納
税
負
担
の
軽
減
、固
定
資
産
税
評
価
額
の

軽
減
に
つ
い
て
は
国
へ
の
意
見
書
の
提
出
、都
市
計
画
税
の
税
率
引

き
下
げ
に
つ
い
て
市
に
対
す
る
働
き
か
け
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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本会議を録画したDVDセットを、議会事務局と市図書館で貸出しています。ぜひ、ご利用ください。

意
見
書
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
案
２
件
を
可
決
し
、

関
係
機
関
へ
送
付
し
ま
し
た
。

婚
姻
歴
の
な
い
母
子
家
庭
の
母
に

つ
い
て
も
税
法
上
の�「
寡
婦
」
と

み
な
し
控
除
を
適
用
す
る
よ
う
に

求
め
る
意
見
書�

【
原
案
可
決
】

　

子
ど
も
を
扶
養
し
て
い
る
婚
姻
歴

の
な
い
母
子
家
庭
の
母
に
は
、
所
得

税
法
の
定
め
る�

「
寡
婦
控
除
」
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
た
所
得

が
、
所
得
税
、
住
民
税
、
公
営
住
宅

入
居
資
格
及
び
そ
の
賃
料
、
保
育
料

等
の
算
定
の
た
め
の
基
準
と
さ
れ
る

結
果
、
同
じ
母
子
家
庭
で
あ
り
な
が

ら
婚
姻
歴
の
な
い
母
子
家
庭
の
母

は
、
婚
姻
歴
の
あ
る
母
子
家
庭
と

比
較
し
て
課
税
所
得
が
高
く
設
定
さ

れ
、
母
子
世
帯
の
中
で
も
特
に
所
得

水
準
が
低
い
傾
向
に
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
さ
ら
に
大
き
な
不
利
益
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
国
及
び
政
府
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
税
法
の
寡
婦
控
除
制
度

を
改
正
し
、
婚
姻
歴
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
税
法
上
の
「
寡
婦
」
と
し

て
控
除
を
適
用
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
を
求
め

る
意
見
書�

【
原
案
可
決
】

　

地
方
財
政
は
、
社
会
保
障
関
係
費

な
ど
の
財
政
需
要
の
増
加
や
地
方
税

収
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

中
、
基
礎
自
治
体
で
あ
る
市
が
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
や
ま
ち
づ
く
り
を
安
定

的
に
行
う
た
め
に
は
、
地
方
税
財
源

の
充
実
確
保
が
不
可
欠
で
す
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
地
方

交
付
税
の
増
額
に
よ
る
一
般
財
源
総

額
の
確
保
に
つ
い
て
、
地
方
税
財
源

の
充
実
確
保
等
に
つ
い
て
実
現
さ
れ

る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
抜
粋
し
た
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
15
日
（
火
）
に
第
３
回
、

11
月
14
日
（
木
）
に
第
４
回
学
校

建
設
等
特
別
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

第
３
回
特
別
委
員
会
で
は
、
執

行
部
か
ら
、（
仮
称
）
和
光
市
立

下
新
倉
小
学
校
建
設
に
関
し
、
土

地
売
買
及
び
賃
貸
契
約
の
進
捗
状

況
、
校
舎
等
の
施
設
の
規
模
、
通

学
区
域
を
含
む
交
通
安
全
対
策
、

隣
接
地
に
対
す
る
音
と
ほ
こ
り
対

策
、
児
童
セ
ン
タ
ー
・
保
育
ク
ラ

ブ
の
配
置
な
ど
の
説
明
を
受
け
、

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
４
回
特
別
委
員
会
で
は
、
執

行
部
か
ら
、
プ※

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

に
よ
る
第
一
次
審
査
の
設
計
業
者

の
選
定
、
今
後
の
学
校
建
設
計
画

の
予
定
、「（
仮
称
）
和
光
市
立
下

新
倉
小
学
校
建
設
報
告
書
」
の
説

明
を
受
け
、審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
執
行
部
に
対
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
（
仮
称
）
和
光
市
立
下

新
倉
小
学
校
建
設
準
備
委
員
会
で

の
論
議
、
学
校
建
設
等
特
別
委
員

会
で
の
審
査
を
踏
ま
え
、
今
後
の

具
体
的
な
設
計
並
び
に
建
設
を
進

め
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
特
別
委
員
会
の
方
向

性
に
つ
い
て
協
議
し
、
特
別
委
員

会
を
継
続
し
、
必
要
に
応
じ
て
開

会
す
る
こ
と
、
今
後
、
学
校
建
設

に
関
す
る
議
案
等
は
文
教
厚
生
常

任
委
員
会
に
付
託
し
て
審
査
を
行

う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

学
校
建
設
等
特
別
委
員
会

を
開
催

12月9日（月）12月10日（火）

駅
北
口
土
地
区
画
整
理
事
業

高
齢
地
権
者
の
サ
ポ
ー
ト

質
問
▼
地
権
者
は
高
齢
者
が
多
く
、
移

転
、
建
て
か
え
に
伴
う
ロ
ー
ン
が
組
め

な
い
等
の
問
題
に
苦
慮
し
、
悩
ん
で
い

る
方
が
多
い
。
サ
ポ
ー
ト
し
な
け
れ
ば

事
業
進
展
は
難
し
い
。
サ
ポ
ー
ト
特
務

担
当
が
必
要
で
は
な
い
か
、
市
の
対
応

を
伺
う
。

建
設
部
長
▼
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
全
権

利
者
に
対
し
て
丁
寧
な
説
明
を
心
が
け
、

交
渉
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
サ
ポ
ー
ト

特
務
担
当
の
設
置
に
つ
い
て
は
今
後
の

相
談
の
状
況
等
に
応
じ
検
討
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
北
イ
ン
タ
ー
地
域
土
地

区
画
整
理
事
業
、
総
合
児
童
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
の
運
営
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
見
直
し
、
道
路
行
政
交
通
安

全
対
策
、
湧
水
調
査
と
保
全
活
用
、（
仮

称
）
ア
ー
バ
ン
ア
ク
ア
運
動
公
園
な
ど

の
質
問
を
し
ま
し
た
。

赤
松
祐
造

（
新
し
い
風
） 1

子
ど
も・子
育
て
支
援
制
度

質
問
▼
今
般
ニ
ー
ズ
調
査
が
行
わ
れ
た

が
、
待
機
児
童
対
策
と
し
て
施
設
を
作

る
こ
と
と
、
子
ど
も
の
発
育
に
最
も
重

要
で
あ
る
親
子
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。
ま
た
、
制

度
が
健
全
に
運
営
さ
れ
て
い
る
の
か
、

子
ど
も
自
身
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、

確
認
す
る
考
え
は
な
い
か
。

保
健
福
祉
部
長
▼
基
本
的
に
は
、家
庭

を
一
番
に
置
い
た
支
援
を
し
て
い
く
考

え
で
す
。子
ど
も
と
一
緒
に
親
が
育
っ
て

い
く「
親
育
ち
」の
支
援
が
必
要
で
あ
り
、

従
来
の
一
般
的
な
家
に
あ
っ
た
家
族
の

あ
り
方
の
支
援
に
重
き
を
置
い
た
制
度

を
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、子
ど
も
版
地

域
協
議
会
な
ど
で
子
ど
も
の
意
見
を
聞

く
シ
ス
テ
ム
を
位
置
づ
け
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
契
約
制
度
な
ど
の
質
問

を
し
ま
し
た
。

須
貝
郁
子

（
新
し
い
風
） 5

土
砂
災
害
対
策
と
危
機
対
応
は

質
問
▼
和
光
市
に
は
、
白
子
川
沿
い
や

谷
中
川
沿
い
に
危
険
な
急
傾
斜
地
が
何

カ
所
も
存
在
し
て
い
る
。
豪
雨
や
大
地

震
に
よ
る
土
砂
災
害
が
予
想
さ
れ
る

が
、
市
の
取
り
組
み
と
危
機
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

危
機
管
理
監
▼
急
傾
斜
地
に
危
険
が
及

ぶ
お
そ
れ
が
あ
る
区
域
に
つ
い
て
は
、

消
防
団
等
を
通
じ
て
崩
壊
危
険
個
所
の

警
戒
巡
視
や
市
民
へ
の
注
意
喚
起
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
万
が
一
、
土
砂
災
害

が
発
生
し
た
場
合
は
、
人
命
救
助
等
の

初
動
対
処
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、

二
次
災
害
の

防
止
に
努
め

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
健
康

づ
く
り
、
高
齢
者
に
対
す
る
就
労
支
援

な
ど
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

田
上
安
男

（
緑
風
会
） 2

産
前・産
後
か
ら
の

継
続
的
な
子
育
て
支
援
を

質
問
▼
産
後
の
母
親
に
う
つ
傾
向
が
広

が
っ
て
い
る
状
況
が
あ
る
。
産
前
か
ら

の
継
続
的
な
ケ
ア
が
必
要
だ
が
、
当
市

で
の
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長
▼
産
前
で
は
、
相
談
し

や
す
い
体
制
づ
く
り
や
妊
婦
が
集
え
る

場
の
提
供
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
産

後
ケ
ア
事
業
と
し
て
は
、
産
後
母
子

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と
デ
イ
ケ
ア
の
実

施
、
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
保
健
師
等
の
配
置
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
防
災
対
策
（
要
援
護
者

対
策
、集
合
住
宅
の
防
災
等
）、子
ど
も
・

子
育
て
支
援
（
待
機
児
童
解
消
加
速
化

プ
ラ
ン
、認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
等
）、

図
書
館
運
営
（
完
全
直
営
化
、
シ
ス
テ

ム
入
れ
か
え
等
）、
市
民
参
加
と
協
働

の
推
進
な
ど
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

待
鳥
美
光

（
新
し
い
風
） 6

公
園
名
称・設
備・安
全
基
準

に
つ
い
て

質
問
▼
児
童
公
園
、
児
童
遊
園
地
、
児

童
遊
園
地
公
園
と
名
称
が
さ
ま
ざ
ま

で
、
水
飲
み
、
ト
イ
レ
の
設
置
が
少
な

く
、
入
口
が
一
か
所
で
防
犯
上
危
険
な

箇
所
が
見
受
け
ら
れ
る
。
公
園
建
設
基

準
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

建
設
部
長
▼
公
園
名
称
の
基
準
は
特
に

は
な
く
、
児
童
遊
園
地
に
つ
い
て
は
地

域
で
親
し
ま
れ
た
名
称
を
使
用
し
て
い

ま
す
。
ト
イ
レ
は
１
０
０
０
㎡
以
上
、

水
飲
み
場
は
５
０
０
㎡
以
上
の
公
園
に

設
置
し
、
入
口
は
２
カ
所
以
上
設
置
す

る
基
準
を
平
成
22
年
６
月
に
制
定
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
基
準
に
満
た
な
い
小

さ
な
公
園
を
新
た
に
設
置
す
る
場
合
に

も
、
状
況
等
を
勘
案
し
ト
イ
レ
等
の
設

置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
防
災
訓
練
、
台
風
被
害

な
ど
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

駒
井
政
公

（
新
し
い
風
） 3

下
新
倉
児
童
セ
ン
タ
ー
の

機
能
維
持
と
今
後
の
あ
り
方
は

質
問
▼
下
新
倉
児
童
セ
ン
タ
ー
が
（
仮

称
）
和
光
市
立
下
新
倉
小
学
校
に
併
設

す
る
た
め
、
建
て
か
え
を
計
画
し
て
い

る
が
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
事
業
や
活

動
を
行
う
の
が
難
し
く
な
る
の
で
は
。

保
健
福
祉
部
長
▼
下
新
倉
児
童
セ
ン

タ
ー
が
（
仮
称
）
和
光
市
立
下
新
倉
小

学
校
に
併
設
し
た
場
合

の
事
業
に
つ
い
て
は
、

児
童
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
役
割
、
機
能
を
検
証

し
、
今
後
策
定
さ
れ
る

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

計
画
の
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
に
位
置
付
け
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
駅
北
口
土
地
区
画
整
理

事
業
、
子
育
て
支
援
、
待
機
児
童
解
消

対
策
、
小
学
校
建
設
な
ど
の
質
問
を
し

ま
し
た
。

吉
田
武
司

（
緑
風
会
） 7

生
ご
み
減
量
対
策
に「
３
キ
リ
運
動
」や

「
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
」の
啓
発
を

質
問
▼
焼
却
炉
の
老
朽
化
対
策
と
し
て

も
、生
ご
み
の
減
量
を
市
民
に
呼
び
か

け
る
べ
き
で
あ
る
。他
市
で
実
施
し
て

い
る「
使
い
キ
リ
・
食
べ
キ
リ
・
水
キ
リ
」

の
３
キ
リ
運
動
や
、段
ボ
ー
ル
を
活
用

し
た
堆
肥
作
り
な
ど
具
体
的
な
啓
発
活

動
を
提
案
す
る
が
、生
ゴ
ミ
処
理
機
の

現
状
は
。

市
民
環
境
部
長
▼
今
年
度
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。そ
の
検

証
を
踏
ま
え
て
利

用
者
も
含
め
て
丁

寧
に
説
明
し
な
が

ら
、
方
向
性
を
決

め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、空
き
家
対
策
、擁
壁
の
管

理
、ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成
、姉
妹

都
市
ロ
ン
グ
ビ
ュ
ー
市
と
の
交
流
な
ど

の
質
問
を
し
ま
し
た
。

村
田
富
士
子

（
公
明
党
） 8

道
路
位
置
指
定
に
よ
る

開
発
行
為
の
規
制
強
化
を

質
問
▼
駅
北
口
土
地
区
画
整
理
事
業
予

定
地
に
お
い
て
道
路
位
置
指
定
の
申
請

で
５
０
０
㎡
以
上
の
開
発
行
為
が
行
わ
れ

て
い
る
。ま
ち
づ
く
り
条
例
の
開
発
行
為

の
宅
地
面
積
最
低
限
度
１
０
０
㎡
を
免

れ
る
行
為
で
狭
小
宅
地
の
開
発
を
認
め

る
こ
と
に
な
る
。今
後
規
制
強
化
す
べ
き
。

建
設
部
長
▼
指
摘
の
敷
地
は
建
築
基
準

法
に
基
づ
く
宅
地
開
発
を
目
的
と
し
た

位
置
指
定
道
路
に
よ
る
開
発
で
す
。
道

路
の
築
造
が
政
令
の
基
準
に
適
合
す
れ

ば
許
可
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
現
行
の

制
度
で
は
規
制
で
き
ま
せ
ん
が
、
市
と

し
て
も
重
要
な
課
題
と
捉
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
も
、
他
自
治
体
の
事
例

を
参
考
に
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、職
員
の
住
居
手
当
の
う

ち
持
ち
家
分
の
廃
止
な
ど
の
質
問
を
し

ま
し
た
。

金
井
伸
夫

（
和
光
市
政
を
改
革
す
る
会
） 4

市政に対する 一般質問 12月9日（月）
10日（火）
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会議録は、図書館、各公民館（中央・南・坂下）、市役所1階行政資料コーナー、市議会図書室、市議会ホームページでご覧になれます。

議会報告会を
開催しました
　平成25年10月26日（土）
に議会報告会を開催しま
した。
　はじめに、菅原議長が
挨拶し、続いて9月定例会
の常任委員会に付託した
平成24年度決算審査の概
要を総務環境常任委員会
及び文教厚生常任委員会
の委員長がそれぞれ報告
しました。
　報告した後、来場の皆
様から報告内容や議会に
おける質問、要望等をいた
だきました。いただきまし
た要望等は、今後の市政
及び議会運営等の参考と

させていただきます。
　今後におきましても、よ
り開かれた議会を目指し、
議会運営に全力で取り組
んで参ります。ありがとう
ございました。
　報告会の様子や配布
した資料、来場者からの
ご質問・ご意見に対する
議会の回答などは、議会
事務局又は市議会ホーム
ページでご覧になれます。

報告会の録画
DVD貸出し
できます

　

10
月
21
日
・
22
日
に
、
高
齢
者
福
祉

の
推
進
に
つ
い
て
山
形
県
山
形
市
を
、

義
務
教
育
施
設
の
整
備
と
義
務
教
育
の

充
実
に
つ
い
て
山
形
県
寒
河
江
市
を
視

察
し
ま
し
た
。

山
形
市　

65
歳
以
上
の
市
民
に
「
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
配
付
。
二
次
予

防
事
業
の
対
象
者
を
具
体
的
に
把
握

し
、
通
所
型
・
訪
問
型
介
護
予
防
事
業

へ
の
誘
導
を
行
っ
て
い
る
。

寒
河
江
市　

市
立
高
松
小
学
校
で
は
、

総
務
省
か
ら
「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ス
ク
ー

ル
推
進
事
業
」、文
部
科
学
省
か
ら
「
学

び
の
イ※

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
を
委
嘱

さ
れ
、
Ｉ※

Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
先
導

的
教
育
に
取
り
組
む
。

　

10
月
８
日
・
９
日
に
、
下
水
道
事
業

の
公
営
企
業
法
の
適
用
化
に
つ
い
て
岩

手
県
紫
波
町
を
、
危
機
管
理
の
総
合
調

整
や
防
犯
・
防
災
に
つ
い
て
岩
手
県
釜

石
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

紫
波
町　

平
成
22
年
３
月
に
下
水
道
中

期
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
。
経
営
健
全
化
の

た
め
、
平
成
23
年
度
か
ら
下
水
道
事
業

な
ど
に
地
方
公
営
企
業
法
の
一
部
を
適

用
し
て
い
る
。

釜
石
市　

平
成
25
年
４
月
に
危
機
管
理

基
本
指
針
を
策
定
。
東
日
本
大
震
災
以

降
、
危
機
管
理
体
制
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
小
・
中
学
校
で
の
防
災
教
育
、

地
域
住
民
に
よ
る
自
主
防
災
組
織
の
強

化
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
む
。

行
政
視
察
研
修
を
実
施

　

各
常
任
委
員
会
で
、
行
政
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
議
員
の
行
政
視
察
報
告
書
は
、
市
議
会
図
書
室
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

総
務
環
境
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

釜石市の防災担当職員による説明を受
ける。「釜石の奇跡」は特別なことでは
なく、訓練どおりに避難した結果であ
り、地元では使わない言葉とのこと。

寒河江市立高松小学校の電子黒板やタ
ブレット端末を活用した授業。「子どもの
学びを深めるための機器の活用」を研究。

◦◦◦◦◦◦◦◦※用語解説◦◦◦◦◦◦◦◦
プロポーザル方式
業務の委託先を選定するとき、複
数の業者等の中から優れた企画・
提案を行った者を選定すること。
クラウド
ソフトウェアやデータをインターネッ
ト上で利用又は保存する形態のこ
と。サーバー管理の手間が軽減さ
れるなどのメリットがある一方、情報
流出の危険性も指摘されている。

イノベーション
新しい発想、革新的な手段・方法。
新しい物事の仕組みを創造し、世
の中に変革を促すこと。
ICT【アイ・シー・ティー】
インフォメーション・アンド・コ
ミュニケーション・テクノロジー
の略。ITにC（コミュニケーション）
が加わり、情報通信技術を表す。

12月11日（水）12月12日（木）

ク
ラ
ウ
ド
型
の
住
民
情
報

電
算
シ
ス
テ
ム
の
導
入
効
果
は

質
問
▼
こ
れ
ま
で
の
一
般
質
問
で
ク※

ラ

ウ
ド
化
の
利
点
を
述
べ
て
き
た
が
、
こ

の
度
の
シ
ス
テ
ム
更
新
で
ク
ラ
ウ
ド
型

の
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ

た
。
更
新
前
の
従
来
シ
ス
テ
ム
と
比
較

し
て
機
能
及
び
費
用
は
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
た
の
か
伺
う
。

総
務
部
長
▼
シ
ス
テ
ム
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
や
福
祉
系
の
シ
ス
テ
ム
変
更
以
外

は
従
来
の
機
能
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
、機

器
の
み
を
更
新
し
て
い
る
た
め
機
能
の
相

違
は
あ
り
ま
せ
ん
。費
用
面
で
は
５
年
間

の
シ
ス
テ
ム
使
用
料
、保
守
費
用
、端
末

等
の
機
器
費
用
の
合
計
で
約
５
３
０
０
万

円
の
削
減
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
住
民
情
報
の
保
護
、
小

中
学
生
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用
の
リ

ス
ク
と
対
策
、
学
校
給
食
な
ど
の
質
問

を
し
ま
し
た
。

猪
原
陽
輔

（
新
し
い
風
） 9

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
を

質
問
▼
本
年
は
集
中
豪
雨
が
多
発
し
、

想
定
外
の
地
域
で
浸
水
被
害
が
あ
り
ま

し
た
。
河
川
か
ら
水
が
溢
れ
る
の
で
は

な
く
、
降
っ
た
雨
が
排
水
し
き
れ
ず
、

雨
水
ま
す
や
側
溝
な
ど
か
ら
溢
れ
る
内

水
被
害
で
す
。
都
市
化
が
進
み
内
水
氾

濫
の
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。「
内

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
作
成
を
。

上
下
水
道
部
長
▼
浸
水
を
予
測
し
、
地

図
上
に
落
と
す
こ
と
は
非
常
に
困
難
で

す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
個
人
財
産
権
の

侵
害
も
起
こ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
は
、

実
績
を
表
示
す
る
こ
と
が
注
意
喚
起
に

最
も
適
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
擁
壁
築
造
に
お
い
て
隣

地
所
有
者
等
に
支
障
を
与
え
な
い
十
分

な
対
策
の
指
導
、
開
か
れ
た
教
育
委
員

会
の
あ
り
方
、
少
人
数
学
級
推
進
教
員

設
置
な
ど
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

阿
部
か
を
る

（
公
明
党
） 13

市
内
循
環
バ
ス
に
よ
り
多
く
の
市
民

が
利
用
で
き
る
利
便
性
の
高
い
運
行
を

質
問
▼
市
民
か
ら
議
会
に
陳
情
、
市
長

に
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
。
利
用
で
き

な
く
な
っ
た
地
域
住
民
も
乗
れ
る
た
め

の
改
善
を
。ま
た
、バ
ス
料
金
の
値
上
げ

で
運
賃
収
入
が
54
％
も
増
加
し
て
い
る
。

利
用
状
況
と
改
善
の
見
直
し
を
伺
う
。

建
設
部
長
▼
利
用
状
況
は
バ
ス
一
台
に

つ
き
一
ヶ
月
の
利
用
者
数
、
前
年
度
は

６
４
２
５
人
で
、
今
年
度
は
４
６
３
０

人
で
す
。
今
後
の
路
線
改
正
に
つ
い
て

は
、
バ
ス
運
行
事
業
者
と
協
議
し
て
い

ま
す
が
、
利
用
者
の
意
向
調
査
や
デ
ー

タ
分
析
等
の
委
託
事
業
、
国
土
交
通
省

へ
の
認
可
取
得
手
続
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

調
整
に
相
当
の
期
間
を
要
し
ま
す
が
、

改
正
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
特
定
秘
密
保
護
法
、
防

災
対
策
、
新
設
校
、
学
童
保
育
な
ど
の

質
問
を
し
ま
し
た
。

佐
久
間
美
代
子

（
日
本
共
産
党
） 10

保
育
園
待
機
児
童
解
消

の
た
め
認
可
保
育
園
の
整
備
を

質
問
▼
12
月
１
日
現
在
、
国
基
準
で
待

機
児
童
は
50
人
で
あ
る
。
待
機
児
童
の

解
消
の
た
め
、
認
可
保
育
園
の
整
備
は

急
務
。
新
た
な
保
育
所
の
開
設
を
。

保
健
福
祉
部
長
▼
認
可
保
育
園
は
、
平

成
26
年
度
の
実
施
計
画
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
が
、
一
園
の
整
備
方
針
を
も
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
保
育
室
に
つ

い
て
は
、
地
域
型
給
付

へ
の
移
行
や
規
模
の
拡

大
に
よ
る
定
員
増
を
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
シ
ス
テ
ム
、
生
活
保
護
申
請
時
の
窓

口
対
応
、
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
公

表
に
つ
い
て
、
平
和
都
市
宣
言
、
市
職

員
の
研
修
な
ど
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

熊
谷
二
郎

（
日
本
共
産
党
） 14

介
護
利
用
者
へ
の
負
担
軽
減

継
続
し
て
実
施
を

質
問
▼
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
住
宅
は
、

家
賃
・
食
費
・
介
護
費
用
な
ど
で
20
万

円
か
ら
25
万
円
の
大
変
な
負
担
で
あ

る
。
介
護
利
用
者
へ
の
負
担
軽
減
は
、

欠
か
せ
な
い
施
策
。
第
６
期
事
業
計
画

で
も
助
成
等
を
継
続
す
べ
き
だ
が
市
の

考
え
は
。

保
健
福
祉
部
長
▼
南
エ
リ
ア
に
今
後
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
住
宅
は
、
生

活
保
護
の
基
準
で
入
居
可
能
な
家
賃
に

設
定
し
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
の
一

割
負
担
に
対
す
る
助
成
は
計
画
ご
と
に

見
直
し
を
行
い
、
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果

や
、
要
介
護
度
と
所
得
の
関
係
を
踏
ま

え
て
施
策
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、消
費
税
の
影
響
、指
定
管

理
者
制
度
に
随
意
選
定
の
運
用
を
、
障

害
者
総
合
支
援
法
と
基
盤
整
備
・
サ
ー

ビ
ス
拡
充
な
ど
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

吉
田
け
さ
み

（
日
本
共
産
党
） 15

歩
行
者
の
安
全
及
び

自
転
車
マ
ナ
ー
の
向
上
を

質
問
▼
歩
道
上
に
歩
行
者
優
先
の
路
面

標
示
、
又
自
転
車
の
通
行
帯
の
明
示
に

つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

建
設
部
長
▼
歩
行
者
と
自
転
車
と
の
通

行
区
分
の
あ
る
外
環
側
道
等
の
歩
道
に

つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
朝
霞

県
土
整
備
事
務
所
に
、
歩
行
者
の
安
全

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
自
転
車
利
用
者
に

対
し
、
注
意
看
板
や
路
面
標
示
等
の
設

置
を
要
請
し
ま
す
。
ま
た
、
市
に
お
い

て
も
引
き
続
き
、

啓
発
活
動
で
注
意

喚
起
を
し
て
い
き

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
農
道
、
排
水
路
の
整
備

計
画
な
ど
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

齊
藤
秀
雄

（
緑
風
会
） 12

ピ
ロ
リ
菌
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診
を

が
ん
検
診
の
新
た
な
検
査
項
目
に

質
問
▼
胃
が
ん
患
者
の
98
％
は
、
ヘ
リ

コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
（
ピ
ロ
リ
菌
）

保
菌
者
で
あ
り
、
日
本
人
の
約
半
数
が

感
染
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
今

年
２
月
に
ピ
ロ
リ
感
染
胃
炎
の
除
菌
治

療
も
保
険
適
用
と
な
り
、
が
ん
検
診
に

ピ
ロ
リ
菌
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診
を
提
案
す
る
。

保
健
福
祉
部
長
▼
現
在
、
国
の
指
針
に

基
づ
い
て
行
っ
て
い
る
た
め
Ａ
Ｂ
Ｃ
検

診
の
導
入
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
バ
リ
ウ
ム
検
査
に
比
べ
て
安
価
な

費
用
、
負
担
の
少
な
い
血
液
検
査
な
ど

メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、
国
の
動

向
を
注
視
し
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
自
転
車
施
策
の
推
進
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
、
交
通
安
全
対
策
な
ど

の
質
問
を
し
ま
し
た
。

斉
藤
克
己

（
公
明
党
） 11

市政に対する 一般質問12月11日（水）
12日（木）
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光
市
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決
結
果

須
貝
郁
子

赤
松
祐
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猪
原
陽
輔

駒
井
政
公

待
鳥
美
光

齊
藤
秀
雄

栗
原
次
男

田
上
安
男

吉
田
武
司

吉
田
け
さ
み

佐
久
間
美
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子

熊
谷
二
郎

阿
部
か
を
る

斉
藤
克
己

村
田
富
士
子

金
井
伸
夫

市長提出議案　12件

議案第68号 和光市消防団デジタル無線の購入契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第69号 消費税法の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第70号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第71号 和光市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第72号 和光市下水道条例の一部を改正する条例を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第73号 和光市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第74号 和光市水道事業給水条例の一部を改正する条例を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第75号 平成25年度埼玉県和光市一般会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第76号 平成25年度埼玉県和光市国民健康保険特別会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第77号 平成25年度埼玉県和光市介護保険特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第78号 平成25年度埼玉県和光市下水道事業特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第79号
平成25年度埼玉県和光市和光都市計画事業和光市駅北口土地区画整理事業
特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

請願　1件

請願第1号 市民プールの建設実現に関する請願 継続審査

陳情　4件

陳情第3号 西むかいやま公園の照明設置に関する陳情書 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 趣旨採択

陳情第4号 （仮称）下新倉小学校建設予定地の立地審査に関する陳情書 × × × × × × × × × × × × × × × × 不採択

陳情第5号
2014年4月の都市再生機構賃貸住宅の継続家賃値上げの中止と高家賃引き下
げを求める意見書提出に関する陳情書 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 趣旨採択

陳情第6号 資産課税の軽減に関する陳情書 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 趣旨採択

議員提出議案　3件

議案第80号 和光市議会基本条例の一部を改正する条例を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

意見書案第4号
婚姻歴のない母子家庭の母についても税法上の「寡婦」とみなし控除を適用
するように求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

意見書案第5号 地方税財源の充実確保を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案の採決結果
平成25年12月定例会で審議された議案の採決結果です。

〇：賛成　×：反対　欠：欠席　退：退席　棄：棄権　除：除籍
△：趣旨採択  （議長 菅原 満は会派に所属せず ）

掲載記事の詳細は、議会事務局（電話 048-424-9108　FAX 048-463-2835　Eメール i0100@city.wako.lg.jp）までお問い合わせください。

編集 ■委員長��齊藤秀雄　■副委員長��吉田けさみ　■委員��阿部かをる　待鳥美光　■議長��菅原満　■オブザーバー��栗原次男（副議長）　金井伸夫議会運営委員会

● 本会議の手話通訳・要約筆記を無料で手配します。
● 市議会だよりを朗読したCD又はカセットテープを貸出します。 

また、市議会ホームページで音声データを公開しています。
　お気軽にご連絡ください。

聴覚・視覚障がいのある皆さまへ

本会議の録画中継をインタ
ーネットで公開しています。
中継映像は本会議の開催後
5日以降（土曜日曜、祝日を除
く）に配信します。
ぜひ、ご覧ください。

本会議のインターネット録画中継

議会録画配信トップページ
http://www.gikai-web.com/dvl-wako/

2月� 23日日 開会、施政方針に対する質疑
24日月 提案説明
28日金 議案に対する質疑

3月�3日月〜6日木 常任委員会
7日金

10日月〜12日水 市政に対する一般質問

17日月 委員長報告、質疑
18日火 議案に対する討論、採決、閉会

【開催日確定までの予定】
※ 正式な日程及び市政に対する一般質問における議員の発言順位は、2月20日（木）開催の議会運営

委員会で決定する予定です。決まり次第、市議会ホームページ、ポスターなどでお知らせします。
※請願・陳情の締め切りは、2月19日（水）15：00の予定です。

開会時間は各日9：00を予定

3月定例会の開催予定

ぜひ、傍
聴に

お越し
くださ

い

日曜開会!
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